
今
年
第
一
回
目
の
栃
木

最
賃
審
議
会
が
、
七
月
七

日
栃
木
労
働
局
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

県
本
部
か
ら
も
山
内
執

行
委
員
長
と
石
井
書
記
長

が
傍
聴
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
審
議
会
開
催
に

先
立
ち
七
月
三
日
、
栃
木

県
労
連
議
長
名
で
、
栃
木

労
働
局
長
に
対
し
次
の
五

項
目
に
つ
い
て
要
請
し
ま

し
た
。

①
地
域
最
低
賃
金
を
時
間

額
千
円
以
上
に
引
き
上
げ
、

「
時
間
額
千
円
以
上
、
日

額
八
千
円
以
上
、
月
額
十

七
万
円
以
上
」
の
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
の
実
現
を

図
る
こ
と
、

②
本
審
議
会
に
倣
い
専
門

部
会
の
審
議
を
公
開
す
る

こ
と
、

③
審
議
会
に
お
い
て
、
最

低
賃
金
生
活
体
験
者
・
時

間
給
労
働
者
な
ど
か
ら
の

「
意
見
陳
述
」
の
場
を
設

定
す
る
こ
と
、

④
最
低
賃
金
に
関
わ
る
監

督
官
を
増
員
し
、
監
督
行

政
の
強
化
を
は
か
り
、
違

反
企
業
に
対
す
る
罰
則
を

強
化
す
る
こ
と
、

⑤
最
低
賃
金
を
大
幅
に
引

き
上
げ
る
た
め
に
も
、
中

小
企
業
対
策
予
算
を
増
や

し
、
中
小
企
業
の
経
営
支

援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
。

次
回
審
議
会
は
、
七
月

三
十
一
日
で
す
。
※
参
照

◆
裁
判

第
六
回

八
月
三
日
（
月
）
午
前

十
時
か
ら

宇
都
宮
地
裁

◆
労
働
委
員
会

八
月
四
日
（
火
）
午
後

二
時
か
ら

県
労
働
委
員
会

○
裁
判

八
月
五
日
（
水
）

宇
都
宮
地
裁

※
い
ず
れ
も
◆
は
傍
聴
可

★
県
本
部
執
行
委
員
会

八
月
一
日
（
土
）
十
八

時
〜

組
合
事
務
所
に
て

★
建
交
労
全
国
大
会

八
月
二
十
九
日
（
土
）

〜
三
十
一
日
（
月
）

福
島
・
磐
梯
熱
海

お
盆
休
み
は
左
記
の
通

り
で
す
。

八
月
十
二
日
〜
十
六
日

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 栃木県労連定期大会 ９月１２日（土）午後１時～ 宇都宮・清原工業団地管理センターにて 代議員を選出し大会を成功させよう！

※

第
二
回
栃
木
地
方
最
賃
審
議
会
は
午
前
九
時
半
か
ら
栃
木
労
働
局
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
希
望
者
は
二
十
八
日
の
午
後
五
時
ま
で
に
申
し
込
み
を
。
詳
し
く
は
栃
木
労
働
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆ 最低賃金１０００円以上を求める署名活動を実施中です。職場やご家族の皆さんを巻き込んで取り組んでください。用紙は組合にあります。

米
沢
富
栄
さ

ん(

佐

野

市)

。
本
職

は
建

築(

外

壁)

職

人

で

す

が

、

近

年
イ

ノ
シ

シ

駆
除

に

取

り
組

み
、

昨

年
は

自

作

の

檻

で

八

〇

頭

以
上
捕

獲
し
ま
し
た
。

各
地
で

イ
ノ

シ
シ

に

よ
る
農
作
物
被
害
は
年
々

深
刻

に
な

っ

て
い

ま

す
。

県
の

調
査

で

は
被

害

額

は
年

間
一

億

円
以

上

。

農
家
に
は
大
問
題
で
す

「

五
年

位

前
で

す

か

ね
。

自
宅

の

畑
を

イ

ノ

シ
シ

が
十

頭

位
集

団

で

横
切

っ
た

ん

で
す

。

近

所

で
新

聞

配
達

の

バ
イ

ク

が
イ

ノ

シ
シ

と

衝
突

す

る
事

故

も
起

き

た
ん

で

檻
の

設

置
を

は

じ
め

ま
し
た
」
。

米
沢

さ

ん
は

秋

田
県

出

身
。

若

い
こ

ろ

か
ら

ハ

ン
タ

ー

と
し

て

主
に

雉

な
ど

の

鳥
を

狩

猟
し

て
き
ま
し
た
。

「
檻

は

集
落

か

ら
依

頼

を
受

け

て
無

償

で
設

置
し
ま
す
。

も

ち
ろ

ん

講
習

を

受
け

て

許
可

を

取
ら

な

い
と

設

置

は

で

き

ま

せ
ん
。

檻

の
な

か

に

糠
を

ひ

い
て

イ
ノ

シ

シ

が
食

べ

に
来

た
ら

重

み

で
柵

が

落
ち
る
仕
組
み
で
す
。

イ

ノ
シ

シ

は

警
戒

心

が
強

く
、

い

ま

こ
こ

に

設
置

し
て

る

の

は
半

年

く
ら

い
た

つ

け

ど
ま

だ

二
頭
し
か
入
り
ま
せ
ん
。
」
。

◎

◎

ハ
ン
タ
ー
の
高
齢
化
な

ど
で
駆
除
す
る
人
が
減
少
、

栃
木
県
で
は
今
年
か
ら
捕

獲
者
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

も
と
も
と
こ
の
地
域
に

イ
ノ
シ
シ
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

一
説
で
は
温
暖

化
の
影
響
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
と
野
生
動

物
と
の
「
共
生
」

で
き
る
環
境
が

理
想
で
す
。

佐
野
市
で
は
、

イ
ノ
シ
シ
肉
の

加
工
工
場
の
設

立
を
計
画
し
て

い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
原
発
事
故
の

影
響
で
中
止
に
な
り
、
現

在
捕
獲
さ
れ
た
多
く
が
焼

却
場
で
廃
棄
処
分
に
。

「
こ
の
辺
の
イ
ノ
シ
シ

は
群
馬
の
ほ
う
か
ら
来
た

ら
し
い
。
山
に
食
い
物
が

な
く
て
里
に
下
り
て
来
る
。

人
手
不
足
で
森
林
が
荒
廃

し
て
い
る
の
も
原
因
で
し
ょ

う
ね
」
。

米
沢
さ
ん
の
活
動
は
、

高
齢
化
が
進
む
山
間
地
域

に
と
っ
て
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

自作の檻を示す米沢さん。自宅にはやはり自作の薪ストー

ブ。燃料は現場で余った木材等。エコライフ実践者です。

写真はワナで鹿を捕獲したときのもの。

国と市から「駆除費」が支給されますが

あくまでボランティア活動。鹿の害も深

刻ですが「鹿はやっぱりかわいそう」。
イノシシにも言い分はあるでしょう

小
山
市
在
住
の
斉
藤
武

夫
さ
ん
は
今
年
五
月
、
自

宅
敷
地
内
か
ら
ダ
ン
プ
を

盗
ま
れ
ま
し
た
。

夜
一
〇
時
三
〇
分
頃
、

庭
の
砂
利
を
踏
む
音
に
家

族
が
気
づ
き
、
自
宅
二
階

か
ら
外
を
見
る
と
、
い
ま

ま
さ
に
犯
人
ら
が
ダ
ン
プ

に
乗
り
込
み
、
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
て
四
号
線
方
面
に

発
進
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

家
族
は
す
ぐ
に
警
察
に

連
絡
し
て
逃
走
方
向
も
説

明
し
ま
す
。
自
宅
は
小
山

警
察
署
か
ら
三
キ
ロ
程
度

の
距
離
に
あ
り
、
パ
ト
カ
ー

で
緊
急
追
跡
す
れ
ば
検
挙

で
き
る
は
ず
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
警
察
は
犯
人

を
取
り
逃
が
し
ま
す
。

自
宅
に
実
況
見
分
に
来

た
警
察
官
ら
に
、
斉
藤
さ

ん
は
怒
り
を
ぶ
つ
け
ま
し

た
。斉

藤
さ
ん
は
昨
年
一
〇

月
か
ら
病
の
た
め
休
業
し

て
い
ま
す
。
後
遺
症
が
残

り
ま
し
た
が
、
日
々
懸
命

に
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
警

察
の
対
応
に
悔
し
さ
が
こ

み
上
げ
ま
す
。

依
然
と
し
て
盗
難
事
件

が
続
い
て
い
ま
す
。
茨
城

県
警
で
は
事
態
を
重
視
し
、

盗
難
発
覚
時
の
早
期
検
問

の
実
施
な
ど
対
策
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
八
月
三
日
、

栃
木
県
警
に
対
策
強
化
を

要
請
し
ま
す
。


